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1　緒 論

　食生活の近代化にともない甘菜の消費動向にi変化をもたらし，洋菜類の需要はいちじるし

くなってきた。とくに人体の保健栄養の面からも注目され，甘藍類の栽培が周年行なわれる

ようになってきた。ブロッコリーはカリフラワーとともに廿藍類に属し，花らいを利用する

もので，近年いちじるしく需要が高くなってきた。

　ブロッコリーの花芽分化は杉山4），山崎5），香川2）らによって低温感応性であることが示さ

れているが，また品種によっても異なることが報告されている。

　本研究は長野県伊那地方において，ブロッコリーがは種期を変えて栽培された場合の花芽

の分化，発育について行なったものである。

皿　糞験材料および方法

　実験は1963年5月より11月まで信州大学農学部実験圃場において行なった。使用したブロ

ッコリーはgreen　sproutillg系のDe　Ciccoである。は種期は5月15日，25日，6月5日，

15日の10日聞隔の4回行ない，いずれもは種は鞘まきとし，1回移植後，展開葉6枚程度の

大きさで定植した。栽植距離は75cm×40cmとし，施肥は成分量でα当りN：2．5kg，　P205

＝2k9，　K20：2．3k9とした。

　測定は定植後の草たけおよび葉数の変化，花芽分化日，着らい日，収穫日について行なっ

た。花芽分化は江口氏ユ）の分化標徴分類にもとずき供試個体の50％以上みとめられたときを

もって分化日とした。着らい日は肉眼で50％以上に達した日を記録した。収穫日も同様に50

％以上収穫した日を記録し，花らいの状態を直径で表わし，10cm以上，10～5cm，5cln以

下の3段階にわけた。

　なお側枝の発生とえき花らいの分化発育については6月5日は種のものを使用し，同様の

測定を行なった。

皿　巽　験結　果

　各は種期の草たけおよび葉数のi変化は第1図に示したとおりである。定植後の草たけはは

種期の遅いものほど伸長は大となるが，逆に葉数は少なくなる傾向を示し，徒長傾向があっ

た。頂花らいの花房分化を調査したのが第1表である。De　Ciccoの頂花らい花房はは種後平

均49．5日で分化し，そのときの草たけは平均17．5cm，展開葉数11．7枚，茎の直径1．01cln，節
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数で約20．2節となっている。は種期別では，遅まきほど草たけは長くなるが，花房分化日は

早くなり，したがっては種後日数は少なくなっている。節数および展開葉数はは種期に関係

なくほとんど同じであるが，茎の直径は5月15日は種は最も大きくなった。花芽の分化過程

について調査したのが第2表である。花芽分化過程の進行はは種期の早い5月15日まきが早

く進み，出らい日もは種弓削に7月29日，8月1日，8月9日，8月15日となるが，その間隔

はは種期間隔の10日よりも狭くなった。50％以上の着らい日を調査したのが第3表である。

花房分化後着らい日までは平均17日で肉眼で着生をみたが，は種期がおくれるほど着らい日

はおくれている。また着らい時の草たけは5月15日は種期は最も小さいが，他はほとんど同

じ22cm前後で，茎径も約2．2cmとなった。頂花らいとえき花らいの収穫について調査した

のが，第4表である。頂花らいはは種後日数75～82日で収穫されたが，は種期の遅いものほ

ど収穫までの日数が早くなった。えき花らいの収穫は頂花らいの収穫後となり，50％収穫日

は遅まきの6月15Hでは10月8日となり，頂花らいとは逆におそくなっている。これは：夏以
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第2表　ブロッコリーの花芽分化過程
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　　1：未分化，H：初期徴侯，　HI：花房分化期，　IV：花房分fヒ期，　V：花房分化期，　VI：花芽分化

　期，冊：がく片。花弁の初生突起，樋：がく片・花弁形成期，出らい：肉眼で観察される時期

後の気温による影響と考えられる。収穫量について調査したのが第5表である。頂花らい重

は1個当り平均重で5月15日は三期は160．4g，5月25日は148．2g，6月5日は144．5g，

6月15日111．2gとなり，早まきのものほど重量は大となっている。しかしえき花らいは個
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第2図　側枝の発生と花芽分化（頂花らい8月25日収穫，8月30日調査）
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　　　　　　　第3図　えき花らいの出らいおよび収穫
　　　（頂花らい9月5日収穫，側枝長および葉数は9月5目調査）

数では遅まきのものが多くなり，重量では早まきの方が大となった。

　側枝の発生数とその花芽分化について，6月5日は種期のものを用いて調査したのが第2

図である。側枝の発生は6～7節よりみられるが，最も早く発生するのは8～11節の間で，



6 信州大学農学部紀要　第5巻第1号（1968）

第6表収穫時の側技の大きさ
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以後節位の上方および下方に発生していく。側枝の生長

および葉数の増加は早く発生したものほど大である。！

個体当りの側枝の発生数は10～16本程度であった。えき

花芽の分化は，側枝の発生順序や大きさとは無関係に節

高の上るほど分化が早くなった。頂花らいより下4～5

節の側枝が最も分化が早く，1～3節は遅れていた。頂

花らいの発らいころより側枝の伸長は大となるが，頂花

らいの肥大中は側枝の花芽分化は徐々に進行し，頂花ら

い出らい後3～5日（花らい径3．5～4cm）のころにえ

き花芽の分化に入るものが最も多いことが検鏡によって

認められた。頂花らいの収穫と同時に急速に側枝の伸長と花芽分化が進行する。頂花らいの

下3～4節は頂花らいとともに収穫除去されるので，収穫後は19～21節が最：も優勢となって

えき花らいの着生および肥大が行なわれる。えき花らいの出らいおよび収穫を6月5日は種

期のものを使用して調査した結果が第3図および第6表である。えき花らいの出らいは花芽

分化と同様に高節位のものほど早くなり，したがってえき花らいの収穫日も早くなった。側

枝発生月日と収穫日とは関係なく，9月5日の側枝長および葉数も収穫日の側枝長および葉

数に影響を与えていない。

IV　考

　ブロッコリーの花芽分化感応温度は20QC以下で，下限は5。Cであり，最適は130Cであ

る3）とするのと，目平均22。C以下50Cまで低いほど早く花らい分化する5）という研究発表

がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　本実験においては第4図にみられるように6月中旬から8月にかけては平均気温220C前

後，最低気温18QC前後である。また分化前20日間の温度平均をみると22．4。Cとなり，

De　Ciccoの花芽分化発育に充分なものと考えられる。香川氏2）は幼鳥期低温処理で展開葉数

10葉期に50Cに20日聞冷蔵して花成の促進を見ており，この二成の誘起は展開葉6枚でな

されると発表している。本実験では展開葉11，7枚で分化し，このころの1日当り発生葉数は

0．5枚であるので，香川氏の10葉期20日処理の葉数を考慮すれば，ほぼ11～12枚でないかと

推察される。また山崎氏5）は温度が5。Cまでは低いほど，低い節位に分化がおこり，は種

後日数60～40日で，30～20節位におこるとしている。本実験ではは一宮日数50日，分化節位

20．2節におこり，同じ傾向がみられた。

　は種卸花房分化までの積算温度を計算すると平均で1061土23．2。Cとなり，各は種期とも

ほとんど差がなかった。霞た花房分化から収穫までの積算温度は615±15．70Cとなる。は種

から収穫までは1676．5＝ヒ26，3。Cであった。これは5月15日から8月29日までの105日間で当

地帯の夏季の大部分である。』5月15日の早まきのものでは分化までに51日，頂花らい収穫ま

で82日を必要としたのに対し，6月15日の遅まきのものでは分化までに47日，収穫までに75

日を必要とし，平均気温の高い時期における分化および収穫は短縮されている。これは杉山

氏4）の実験したは種期と収穫期の関係においてもその傾向がみられ，温度の高い時期のもの
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が収穫までの日数が短くなっている。したがって，22。Cで花芽分化するということは，22Q

Cの低温で花芽分化が促進されたというよりも，この温度がブロッコリーの生育に好適な条

件であるためと考えられる。花芽分化に低温が必要であるか否かは今後検討されなければな

らない。ブロッコリーの花芽分化の高温限界や積算温度については断定できないが，当地方

におけるDe　Ciccoの栽培に積算温度は一つの目やすになると思われる。な：お本実験におい

て側枝の発生と花房分化とを調査したところ，ほぼ同時期に観察された。したがって側枝の

発生がみられれば，ほぼ分化期に入るものと考えられ，分化期の他の一つの目やすとするこ

とができるであろう。

　植物体の生育が花らいの収量を左右することが本実験においても認められ，5月15日は種

のものが以後のは種日のものよりも頂花らいの収量が大であった。また展開葉数や節数とも

関係し，早まきのものほど茎葉の重量が多くなり，1個当りの花らい重も多くなった。頂花

らいの花らい径と茎の直径の相関をみるとr＝＋0．74で茎径の大なることが花らい茎を大き

くすることになり，植物休を大きくすることが重要である。

　つぎに側枝の発生とえき花らいについてであるが，一般に早生の品種では側枝の発生が少

なく，晩生種ほど多くなるといわれている。しかしDe　Ciccoは比較的多く側枝が発生し，

本実験では10～16本の発生をみている。側枝の発生は6～7節高からはじまるが8～11節の

間が最も早く発生し，生長量も大となる。しかし側枝の花芽分化は側枝の発生順序や大きさ

とは無関係で，頂花らいの下4～5節の分化が早くなる。頂花らいに近い3～4節は頂花ら
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いとともに収穫されるので，4～5節が優勢となってえき花らいの着生および肥大がおこる

ものと思われる。すなわち頂花らいによるオーキシンの抑制効果が，頂花らい収穫とともに

除去され，したがって高節位のえき花らいが急激に発育すると考えられる。側枝の花芽分化

は多くの場合，頂花らいの出らい後3～5日で始まることが認められ，個体差による変異も

あるが，肉眼的にやっと側枝と認められるものでも，すでに花芽分化していることが確認さ

れた。

　本実験に用いたDe　Ciccoは早生種であるが，花らいの分化発育は22。C前後の温度でもお

こり，また花らいの充実は植物休の充実度が問題であることを認めた。側枝の発生は頂花ら

いの花房分化時と相前後しておこり，えき花らいの分化発育は側枝発生順位に関係なく高節

位が早かった。

V　摘 要

　イタリアンプPッコリーのDe　Cicco種を用いて，1963年5月15Ei，25日，6月5日，15

日の4回は無し，頂花らいおよびえき花らいの分化発育を観察した。

　1，頂花らいの分化は展開葉数11～12枚目おこり，は種後日数は平均50Ei，分化節位は

20．2節であった。は種後分化までの積算温度は1061。C±23．2。Cであった。

　2．花芽分化および発らいまでの日数は，は種期の遅いものほど短かくなったが，花らい

重および花らい径はは種期の早いものが大であった。

　3．側枝の発生は頂花らい分化時とほぼ同時期である。発生本数は10～16本で，6～7節

からはじまるが，8～11節が最も早く発生し，生育は11～17節が大となった。

　4．えき花らいの分化は側枝の発生順序ならびに大きさに関係なく，頂花らいの下4～5

節が最も早くなった。また頂花らいの出らい後3～5日に分化するものが多かった。頂花ら

い収穫後えき花らいの発育が促進され，出らいは高節位のものほど早くなった。
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       Studies on the Flower Bud Differentiation and Development

              of Italian Broccoli (Brassica oleracea LINN.

                         var. italica PLENCK)

               By Toshiaki TAKAHASHI and Fuminori YAZAWA

        Laboratory of Olericulture and Floriculture, Fac. Agric., Shinshu Univ.

                               Summary

   `De Cicco' cultivar was used in study the effect of the sowing time on the

flower bud differentiation and development. Seeds were sowing on May 15th,

25th, June 5th and 15th respectively.

   The results obtained are as follows'
                                  '
   1. The initiation of terminal curd appeared with 11･"-,12 expanding leaves on

the average 50 days after sowing. Integrate temperature from sowing to flower

bud differentiation was 106i t23.20C.

   2. Number of days from sowing to flower bud differentiation and･ curd

appearance were decreased by late sowing, while weight and diameter ,of curd

were increased by early sowing.

   3. Appearance of lateral shoot was almost same time as the terminal flower

bud differentiation. Lateral shoots appeared nearly 10･w16 above 6 th tiv 7th nodes

on a plant. Lateral shoots on 8thN11th nodes appeared early, and on 11th rw

17th nodes grew vigorously.

   4. The time of flower bud differentiation on the lateral shoot was independent

of the appearance order and size of the shoot. The earliest shoot curd formed

was the shoot on the nodes of 3･iv5 be!ow the terminal curd.
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